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　歯の痛みは我慢できないことが多い
ので、まずは痛みを取り除く。あたり
まえのことを施し、次に、それぞれの
患者さんの希望、例えば、噛めないも
のを噛めるようにする、など、患者さ
んに寄り添った“優しい歯科治療”を
行うことを心がけています。 

　私は、歯科医療の中で、欠損補綴に
ついては、骨支持による咬合回復が理
想であると考えています。欠損部位に
充分な骨量があれば、そこに新たな支
持としてインプラントを植立するの

が、現状ではベストな方法だと思って
います。 

　一般的には、インプラント外科キッ
トには多種多様なドリルが存在し、手
術工程において使い分ける必要があり
ます。「SPIシステム」は、無駄がな
く、シンプルで、手術のポイントを理
解していれば、短時間で埋入手術が終
了できるというメリットがあり、患者
さんに優しい歯科治療を掲げる私に
とっては、相性のいいインプラントシ
ステムだと考えています。SPIシステ

ムとは、私がインプラント治療に取り
組み始めた頃からの付き合いですの
で、もう15年になります。 

　さらに、オッセオインテグレーショ
ンの観点から考えても、SPIシステム
は純チタン製のフィクスチャーである
ことは理にかなっているのではないで
しょうか。骨が脆弱なケースでは、HA

コーティングタイプのインプラントを
推奨する向きもあり、何度か使用しま
したが、それほどの差異は認めないよ
うに感じました。 

患者さんに“優しい歯科治療”を提供する 
インプラントシステムと 
手術用ドリルビット 

図1　骨補填材には「テルフィール」を使用
している。サイズが豊富で、使い勝手も良
く、重宝している。

図3　6 、ハッチリーマー、テルフィールを用
い、ソケットリフトを行った直後のデンタル
X線写真。補填材の量の調整が難しく、量が
多いと新生骨の形成が遅れると考えている。

図4　同部、埋入直後のデンタルX線写真。理
想的な位置に埋入されている。骨支持が少な
く、かつ、隣在歯がないため、埋入方向には
3次元的な分析を十分に考慮しなければなら
ない。

図5　反対側の埋入直後のデンタルX線写真。 
  8  の骨が十分に存在したため、近心傾斜させ
埋入した。6  は  6 と同様に、ソケットリフ
トを行った。

図6　最終補綴セット後、約1年後のパノラマ
X線写真。インプラント支持骨の吸収は認め
ない。
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図2　初診時のパノラマX線写真。上顎はオー
バーデンチャータイプの総義歯を使用。不快
感が大きいため、インプラント治療を希望さ
れる。近隣歯科医からの紹介状を持ち来院さ
れた。
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　現在、私の歯科医院ではSPIシステ
ムを使用していますが、上顎臼歯部の
骨レベルの低い症例においてはソケッ
トリフト法を行っています。手術を安
全に短時間で終えるために、「ハッチ
リーマーキット」（モリタ）と「テル
フィール」（オリンパステルモバイオマ
テリアル：図1）を応用しています。 

　画期的な手術方法で、以前に比べ、
患者さんの苦痛が著しく減少してお
り、術者にとってもありがたいツール
となっています。 

　紹介する症例（図2）は、ハッチ
リーマーを用いたソケットリフト法に
よりSPIインプラントを埋入し、CTで
経過観察しているケースです。上顎臼
歯部の骨が薄いため、上顎洞底にハッ
チを形成した後、骨補填材を用いリフ
トアップし、インプラント体を埋入し
ました（図3～5）。ハッチを開ける際
は50回転、挙上する際は30回転と、目
で追えるほど低速で、マニュアルに従

えば、上顎洞粘膜を穿孔しインプラン
トが迷入してしまうこともありませ
ん。手術は安全に、可能な限り短時間
で行う必要があるのです。 

　また、インプラント治療における診
査診断、経過観察にCTが不可欠である
ことも強調しておきたいと思います。
この症例での予後（図6、9）、一部の

CT画像（図7、8）を示します。 

　開業後1年ほどは他病院に撮影を依
頼していましたが、術前診断、予後の
経過観察、ソケットリフト症例での骨

成熟度などを確認するためには、自院
でのCT撮影が必須と考え、CTを導入
し、今やなくてはならないツールに
なっています。 

　最後になりますが、現在、当院では
医局時代の後輩2名が常勤歯科医師と
して勤務してくれています。彼らに私
の持っている技術、歯科医療に対する
考えを伝えていき、多くの患者さんに
歯科医療を通じて社会貢献できるよ
う、スタッフ一同、頑張っていきたい
と思っています。 

図7　最終補綴セット後、約1年後の  6  のCT
写真。新生骨がインプラント体周囲に形成さ
れている。

図8　最終補綴セット後、約1年後の  6 のCT
写真。6  と同様に新生骨がインプラント体周
囲に形成されている。

図9　最終補綴セット後、約1年後の口腔内写真。歯肉の状態もよく、メインテナンスは良好と
思われる。1年間は、1ヵ月に1回の来院をお願いしている。
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